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環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

芳賀芙蓉軒の全景。天井の高い二階がスタジオ。北側の窓
と屋根から光を取り込みます。明治・大正・昭和の面構え
が数多く、ここで映像になりました。

旧
芳
賀
芙
蓉
軒

　

17
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ル
メ

ー
ル
は
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
人
物
描
写
と
マ
チ
ュ
エ
ー

ル
（
絵
肌
）
に
こ
だ
わ
っ
た
風
景
描
写
で
人
々
を
魅

了
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
が
単
に
、
目

の
前
の
対
象
を
模
写
し
た
の
で
は
な
く
、
光
が
「
あ

る
瞬
間
」
に
も
た
ら
す
複
雑
な
変
化
を
精
確
に
描
写

し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
暗
箱
に
投
影
さ
れ
た
光
景
を
描
く
手
段
。
16
世
紀

か
ら
画
家
の
間
に
普
及
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
レ

ア
リ
ス
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
が
描
く
人
物
は
、
窓
か
ら
の
柔
ら

か
い
光
の
中
に
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
人
物
に
ピ
ン

ト
の
合
っ
て
い
な
い
作
品
が
あ
り
ま
す
。
ポ
ー
ト
レ

イ
ト
写
真
の
鉄
則
は
、
カ
メ
ラ
に
近
い
目
に
ピ
ン
ト

を
合
わ
せ
る
こ
と
。
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
画
家
の
肖

像
画
が
ピ
ン
ボ
ケ
な
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　

写
真
は
、
19
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
エ
プ
ス
が
発

明
。
ダ
ゲ
ー
ル
が
実
用
化
し
ま
し
た
。
わ
が
国
に
写

真
が
入
っ
た
の
は
江
戸
末
期
。
長
崎
の
蘭
学
者
・
上

野
俊と

し

之の

丞じ
ょ
う

が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
写
真
機
一
式
を
購
入
し

た
の
が
最
初
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
の
尚し

ょ
う

古こ

集し
ゅ
う

成せ
い

館か
ん

に
は
、
島し
ま

津づ

斉な
り

彬あ
き
ら

を
写
し
た
銀
板
写
真
が
保

管
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡

山
で
は
、
明
治
２
年
、
池
田
家
の
家
臣
が
京
都
に
写

真
修
行
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
工
町
の
旧
芳
賀
芙
蓉
軒
は
、
高
梁
で
最
初
に
開

業
し
た
写
真
館
で
す
。
木
造
二
階
建
て
桟
瓦
葺
き
、

壁
は
漆し

っ

喰く
い

塗
り
、
一
部
下
見
板
張
り
。
二
階
北
側
の

ス
タ
ジ
オ
は
、
広
い
窓
と
屋
根
か
ら
採
光
し
ま
す
。

北
側
か
ら
の
光
は
終
日
均
等
で
、
紡
績
工
場
な
ど
の

鋸の
こ
ぎ
り

屋
根
に
も
応
用
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ル
メ
ー
ル

の
光
も
北
か
ら
射さ

し
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

明
治
５
年
頃
の
岡
山
に
は
、
二
人
の
写
真
師
が
開

業
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
平
見
郡
司
高
梁
市

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
お
話
し
に
よ
る
と
、
備

中
町
出
身
の
芳
賀
直
次
郎
は
岡
山
の
写
真
館
で
ご
く

短
期
間
で
写
真
技
術
を
修
得
。
現
在
の
場
所
に
店
を

中
松
山
城
や
高
梁
周
辺
の
風
景
、
美
術
品
な
ど
を
記

録
。
宮
内
省
の
専
属
写
真
師
や
陸
軍
大
演
習
の
記
録

方
に
登
用
さ
れ
、
財
産
税
の
鑑
定
役
も
務
め
た
そ
う

で
す
。
岡
山
市
北
区
川
入
に
あ
る
犬
養
木
堂
記
念
館

に
は
、
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
写
真
が
撮
れ
る
サ
ー
カ

ッ
ト
カ
メ
ラ
を
駆
使
し
た
作
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
梁
市
歴
史
美
術
館
に
は
、
写
真
館
が
残
し
た
ガ

ラ
ス
乾
板
や
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ

ラ
ス
乾
板
に
は
、
肌
の
描
写
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に

彩
色
し
た
も
の
が
多
数
あ
り
、
直
次
郎
の
画
質
へ
の

こ
だ
わ
り
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
の
博
物
館
明
治
村
に
あ
る
高
田
小お

熊ぐ
ま

写
真

館
は
明
治
41
年
、
津
山
の
江
見
写
真
館
は
昭
和
４
年

の
竣し

ゅ
ん

工こ
う

で
、
共
に
登
録
有
形
文
化
財
の
洋
風
建
築
。

準
和
風
建
築
の
旧
芳
賀
芙
蓉
軒
は
、
全
国
で
も
稀き

少し
ょ
う

価
値
の
高
い
近
代
化
遺
産
で
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）

大きな切妻屋根の入口。ペンキの塗られた下見板
張りの壁。芳賀芙蓉軒は、教会堂と尋常高等小学校
と鼎

かなえ

をなすハイカラな建物であったことでしょう。

　

フ
ェ
ル

メ
ー
ル
が

カ
メ
ラ
・

オ
ブ
ス
キ

ュ
ラ
を
利

用
し
た
こ

と
は
広
く

知
ら
れ
て

い
ま
す
。

カ
メ
ラ
・

オ
ブ
ス
キ

ュ
ラ
と
は
、

小
さ
な
穴

か
ら
巨
大

構
え
ま

し
た
。

直
次
郎

父
子
は
、

明
治
、

大
正
、

昭
和
末

期
ま
で
、

肖
像
写

真
や
記

念

写

真
、
備


